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鮮
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よ
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判
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一

切

問

い

合

わ

せ

で

き

ま

せ
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・

試

験

時
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中
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、

退

室

で

き

ま

せ

ん

。 

・

不

正
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為

発

覚

時

は

、

直

ち

に

退

室

を

命

じ

る

と

と

も

に

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 
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一 

次
の
文
章
を
よ
く
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点
35
） 

 
日
本
人
は
非
常
に
Ａ

忠
実
に
、
「
こ
の
言
葉
の
(1)
ユ
ラ
イ
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
字
で
書
き
分
け
て
い
ま
す
。
漢
字
以
前
の
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ

（
注
）

は
平
仮
名
、
中
国
文
明

か
ら
来
た
概
念
や
言
葉
は
、
漢
字
で
書
い
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
か
ら
来
た
言
葉
は
片
仮
名
で
す
。
「
う
つ
く
し
」
と
か
「
あ
そ
ぶ
」
と
か
、
こ
れ
は
平
仮
名
で

書
く
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
言
葉
で
す
。
次
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
言
葉
、「
概
念
」
と
か
「
愛
情
」
と
か
、
こ
れ
は
漢
字
で
書
く
漢
語
で
す
。
漢
語
は

現
代
日
本
語
の
単
語
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
「
う
つ
く
し
」
や
「
あ
そ
ぶ
」
を
、「
美
し
」「
遊
ぶ
」
と
漢
字
で
書
く
の
は
平
安
朝
以
後
で
す
。
Ｂ

韓
国
で
も
漢
字
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
漢
字
は
漢
語
に
だ
け
使
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
「
美
し
」
と
か
「
遊
ぶ
」
の
よ
う
な
使
い
方
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
時
代
以
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
、
戦
後
は
と
く
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
単
語
は
、
片
仮
名
で
書
き
ま
す
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
語
と
呼
ば
れ
ま
す
。
新
し
い
単
語
が
ぞ
く
ぞ
く
と
加
わ
っ

て
、
現
在
、
非
常
な
勢
い
で
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
の
見
込
み
で
は
、
何
十
年
か
の
う
ち
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
語
は
漢
語
の
か
な
り
の
部
分
に
取
っ
て
代
わ
り
、
Ｃ

日
本
語

の
単
語
の
構
成
要
素
の
割
合
は
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
仮
名
で
書
く
言
葉
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
に
使
わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
平
仮
名
の
言
葉

は
、
毎
日
の
基
本
的
な
、
一
般
生
活
に
(2)
ミ
ッ
セ
ツ
に
関
係
す
る
基
礎
語
が
多
く
、
そ
の
基
礎
語
に
よ
っ
て
幼
児
や
少
年
少
女
の
知
能
や
判
断
力
の
基
本
的
な
枠
組
み
が

決
定
的
に
育
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
現
状
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
語
が
増
え
て
い
っ
て
も
、
漢
語
は
現
代
日
本
語
の
語
彙
の
重
要
な
部
分
を
担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
法
律
の

(3)
ヨ
ウ
ゴ
。
「
未
必
の
故
意
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
誰
し
も
む
ず
か
し
い
と
思
う
け
れ
ど
、
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
で
は
単
語
と
し
て
い
え
な
い
。
ま
し
て
英
語
の 

w
illfu

l 

n
egligen

ce
 

と
い
っ
て
も
社
会
一
般
に
通
用
し
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
あ
る
(4)
ハ
ン
イ
の
漢
語
は
必
要
で
す
、
Ｄ

そ
れ
が
き
ち
っ
と
理
解
で
き
る
か
、
ま
た
漢
語
が

き
ち
っ
と
使
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
今
日
の
問
題
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
野
晋
『
日
本
語
練
習
帳
』
） 

 

（
注
）
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
…
日
本
語
、
特
に
日
本
固
有
の
語
。
和
語
と
も
い
う
。 

 

問
一 

傍
線
部
Ａ
「
忠
実
に
」
は
ど
の
文
節
に
か
か
る
か
。
正
し
い
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
１
つ
選
び
な
さ
い
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

１   

 

① 
 

言
葉
の 

② 
 

何
か 
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③ 
 

こ
と
を 

④ 
 

字
で 

⑤ 
 

書
き
分
け
て 

 

問
二 

傍
線
部
(1)
～
(4)
は
す
べ
て
二
字
熟
語
で
あ
る
が
、
「
上
の
漢
字
」
と
同
じ
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
熟
語
と
、「
下
の
漢
字
」
と
同
じ
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る 

熟
語
を
記
号
で
選
択
し
た
場
合
、
そ
の
記
号
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
後
の
【
共
通
選
択
肢
】
①
～
⑥
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 
２ 

 

～ 

５ 
  

  

(1)
「
ユ
ラ
イ
」  

  

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

２ 
  

 
 
 
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
ユ
」 

 

→ 

(a) 
ユ
田 

  

(b) 

経
ユ   

(c) 

ユ
快 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
ラ
イ
」 

 

→ 

(a) 
在
ラ
イ 

  

(b) 

信
ラ
イ   

(c) 

春
ラ
イ 

(2)
「
ミ
ッ
セ
ツ
」   

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

３   

 
  
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
ミ
ッ
」 

 

→ 

(a) 

ミ
ッ
日か 

 
 

(b) 

ミ
ツ
蜂   

(c) 

ミ
ッ
室 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
セ
ツ
」 

 

→ 

(a) 

敷
セ
ツ   
(b) 
溶
セ
ツ   

(c) 

セ
ッ
水 

(3)
「
ヨ
ウ
ゴ
」  

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

４ 
  

 
 
 
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
ヨ
ウ
」 

  
 

→ 

(a) 

悪
ヨ
ウ  

   

(b) 
ヨ
ウ
立     

(c) 

ヨ
ウ
少 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
ゴ
」
→ 

(a) 

ゴ
解 

(b) 

覚
ゴ 

(c)  

豪
ゴ 

(4)
「
ハ
ン
イ
」  

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

５ 
  

 
 
 
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
ハ
ン
」
→ 

(a) 

背
ハ
ン 

(b) 

ハ
ン
決 

(c) 

規
ハ
ン 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
イ
」 

 
  

→ 

(a) 

包
イ 

  
   

(b) 

イ
遠     

(c) 

イ
憲 

 

【
共
通
選
択
肢
】 



- 3 - 

 

① 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(a)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(b) 

② 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(a)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(c) 

③ 
〈
上
の
漢
字
〉
が
(b)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(a) 

④ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(b)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(c) 

⑤ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(c)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(a) 

⑥ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(c)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(b) 

 

問
三 

傍
線
部
Ｂ
「
韓
国
で
も
漢
字
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
漢
字
は
漢
語
に
だ
け
使
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
『
美
し
』
と
か
『
遊
ぶ
』
の
よ
う
な
使
い
方
は
し
ま
せ
ん 

で
し
た
。」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
50
字
以
内
（
句
読
点
・
か
っ
こ
類
も
字
数
に
含
め
る
）
で
説
明
し
な
さ
い
。
解
答
は
記
述
式
解
答
用 

紙 

Ⅰ 
 

欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
解
答
は
「
（
と
い
う
）
こ
と
。」
で
結
ぶ
こ
と
。 

 

問
四 

傍
線
部
Ｃ
「
日
本
語
の
単
語
の
構
成
要
素
の
割
合
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
①
～ 

⑤
か
ら
１
つ
選
び
な
さ
い
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

６   

 

① 
 

ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
、
漢
語
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
中
で
カ
タ
カ
ナ
語
の
割
合
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
。 

② 
 

何
十
年
か
の
う
ち
に
は
、
漢
語
は
カ
タ
カ
ナ
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
、
と
い
こ
と
。 

③ 
 

日
本
語
の
単
語
の
構
成
比
率
は
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
実
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
。 

④ 
 

カ
タ
カ
ナ
語
が
増
加
し
た
の
は
、
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
を
平
仮
名
で
書
く
習
慣
が
変
化
し
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
。 

⑤ 
 

日
本
語
の
基
礎
と
な
る
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
の
減
少
は
、
日
本
語
の
基
本
的
な
枠
組
み
の
決
定
的
な
変
更
と
い
え
る
、
と
い
う
こ
と
。 

 

問
五 

傍
線
部
Ｄ
「
そ
れ
が
き
ち
っ
と
理
解
で
き
る
か
、
ま
た
漢
語
が
き
ち
っ
と
使
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
今
日
の
問
題
で
す
。」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を 

言
っ
て
い
る
の
か
。
80
字
以
内
（
句
読
点
・
か
っ
こ
類
も
字
数
に
含
め
る
）
で
ま
と
め
な
さ
い
。
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙 

Ⅱ  

欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
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解
答
は
「(

と
い
う)

こ
と
。」
で
結
ぶ
こ
と
。 

 

二 

次
の
文
章
は
寺
山
修
司
の
『
美
人
ス
タ
ー 

山
本
富
士
子

（
注
１
）

』
の
一
節
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
配
点
35
） 

 

Ａ
山
本
富
士
子
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
最
初
の
頃
の
役
ど
こ
ろ
は
「
明
治
時
代
の
(a)
勝
気
な
娘
」
「
明
治
以
前
の
純
情
娘
」「
水
茶
屋

（
注
２
）

の
娘
」
「
親
分

（
注
３
）

の
娘
」
そ
し
て
ま
た

「
明
治
時
代
の
(1)
レ
イ
ジ
ョ
ウ
」
と
、
い
ず
れ
も
日
本
の
「
近
代
」
化
以
前
の
女
ば
か
り
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
人
が
、
(b)
こ
ぞ
っ
て
選
び
出
し
た
同
時
代
の
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
美
女
が
、
「
近
代
」
以
前
の
役
ど
こ
ろ
し
か
似
合
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
Ｂ

戦
後
の
美
意
識
の
盲
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

む
ろ
ん
、

人
間
の
顔
な
ど
と
い
う
も
の
は
半
分
以
上
は
親
ゆ
ず
り
で
あ
っ
て
、
自
身
で
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
の
顔
を
美
と
す
る
か
と
い
う
選
び
方
に
は
、
時

代
の
(c)
嗜
好
が
如
実
に
現
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
第
一
回
の
ミ
ス
日
本
が
、
山
本
富
士
子
の
よ
う
に
「
明
治
時
代
の
似
合
う
顔
」
で
は
な
く
て
、
あ
き

ら
か
に
「
戦
後
の
顔
」
で
あ
っ
た
な
ら
、
戦
後
の
復
興
は
も
っ
と
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
だ
っ
て
成
り
立
つ
。
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ

（
注
４
）

が
「
歴
史
に
お
け
る
個

人
の
役
割
」
の
な
か
で
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
顔
と
歴
史
の
関
係
を
論
じ
て
、
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻

（
注
５
）

の
問
題
な
ど
は
、
歴
史
を
作
る
た
め
の
重
要
な
(2)
イ
ン
シ
と
は
言
え

な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
マ
チ
ガ
イ
で
あ
っ
て
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
顔
が
あ
き
ら
か
に
、
「
次
の
時
代
の
顔
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の

で
あ
る
。
顔
は
美
し
い
と
い
う
だ
だ
け
で
は
ダ
メ
な
の
で
あ
っ
て
「
前
の
時
代
の
顔
」
か
「
次
の
時
代
の
顔
」
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
美
の
も
つ
役
割
が
違
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
の
日
本
人
は
、
そ
の
時
代
の
美
女
を
え
ら
ぶ
と
き
に
「
次
の
時
代
の
顔
」
で
は
な
く
て
「
前
時
代
の
顔
」
を
え
ら
び
だ
し

た
。
そ
れ
は
、
あ
き
ら
か
に
美
に
対
し
て
保
守
的
だ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
年
、
民
間
産
業
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ

（
注
６
）

（
十
一
月
五
日
）、
政
府
機
関
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
（
十
一

月
十
五
日
）
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
新
聞
、
通
信
、
放
送
関
係
か
ら
も
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
が
行
な
わ
れ
、
社
会
党
が
左
右
両
派
に
分
裂
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
一
連

の
出
来
事
は
す
べ
て
、
「
山
本
富
士
子
の
顔
」
が
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
た
と
き
か
ら
、
わ
か
り
切
っ
て
い
た
こ
と
だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
Ｃ

美
は
、
つ
ね
に
時
代
の
運
命

を
予
言
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
か
ら
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
寺
山
修
司
「
書
を
捨
て
よ
、
町
へ
出
よ
う
」
） 

 （
注
１
）
山
本
富
士
子
…
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
○
）
年
の
第
１
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、
そ
の
後
映
画
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。 

（
注
２
）
水
茶
屋
…
江
戸
時
代
、
寺
社
の
門
前
や
道
筋
な
ど
で
、
茶
な
ど
を
提
供
し
、
道
行
く
人
を
休
ま
せ
た
店 

（
注
３
）
親
分
…
仲
間
の
上
に
立
つ
人
物
の
こ
と
だ
が
、
特
に
江
戸
時
代
の
侠
客

き
ょ
う
か
く

の
こ
と
を
言
う
。 
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（
注
４
）
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
…
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
活
動
し
た
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
者
。 

（
注
５
）
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
…
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
、
絶
世
の
美
女
と
し
て
も
知
ら
れ
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
の
最
後
の
女
王
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
パ
ス 

カ
ル
（
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
）
が
「
パ
ン
セ
」
と
い
う
書
物
の
中
で
述
べ
た
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
が
も
う
少
し
低
か
っ
た
ら
世
界
の
歴
史
は 

変
わ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
い
る
。 

（
注
６
）
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
…
終
戦
後
の
連
合
国
軍
占
領
下
の
日
本
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
員
及
び
そ
の
同
調
者
が
公
職
等
か
ら
追
放
・
解
雇
さ
れ
た
一
連
の
流
れ
を
指 

す
が
、
終
戦
直
後
に
勢
い
を
増
し
た
社
会
主
義
勢
力
の
排
斥
を
容
認
す
る
保
守
・
反
動
的
な
社
会
的
風
潮
を
指
し
示
す
場
合
も
あ
る
。 

 

問
一 

傍
線
部
Ａ
「
山
本
富
士
子
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
最
初
の
頃
の
役
ど
こ
ろ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
正
し
い
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
１
つ
選
び
な
さ
い
。
マ 

ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

７  
 

 

① 
 

山
本
富
士
子
と
い
う
女
優
に
似
つ
か
わ
し
い
と
思
え
た
初
期
の
こ
ろ
の
配
役 

② 
 

映
画
会
社
が
ミ
ス
日
本
で
あ
る
山
本
富
士
子
に
用
意
し
た
最
初
の
配
役 

③ 
 

近
代
化
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
打
ち
出
そ
う
と
す
る
映
画
会
社
の
戦
略 

④ 
 

同
時
代
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
美
女
が
最
初
に
演
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い
役
ど
こ
ろ 

⑤ 
 

終
戦
直
後
の
日
本
に
お
い
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
美
女
に
用
意
で
き
る
当
座
の
配
役 

 

問
二 

傍
線
部
(a)
「
勝
気

か

ち

き

」
、
(b)
「
こ
ぞ
っ
て
」、
(c)
「
嗜
好

し

こ

う

」
の
意
味
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
①
～
⑤
か
ら
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト

解
答
番
号 

８ 
 

～ 

10 
 
 

 

(a)
「
勝
気
」 
 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

８ 
  

 
 
  

① 

生
意
気 
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② 
 

陽
気 

③ 
 

負
け
ん
気 

 
 
 

④ 
 

快
活 

 
 
 
 
 
 

⑤ 
 

積
極
的 

 

(b)
「
こ
ぞ
っ
て
」 

 
マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

９ 
  

 

① 
 

苦
労
し
て 

② 

工
夫
し
て 

③ 
 

偶
然
に
も 

④ 
 

勢
い
で 

 
 
 
 
 
 

⑤ 
 

残
ら
ず 

 

(c)
「
嗜
好
」 

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

10 
  

 

① 
 

判
断 

② 

傾
向 

③ 
 

空
気 

④ 
 

好
み 

 
 
 
 
 
 

⑤ 
 

妬
み 

 

問
三 

傍
線
部
(1)
・
(2)
は
と
も
に
二
字
熟
語
で
あ
る
が
、
「
上
の
漢
字
」
と
同
じ
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
熟
語
と
、「
下
の
漢
字
」
と
同
じ
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る 
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熟
語
を
記
号
で
選
択
し
た
場
合
、
そ
の
記
号
の
組
合
せ
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
後
の
【
共
通
選
択
肢
】
①
～
⑥
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

 

11  

・ 

12 
  

  

(1)
「
レ
イ
ジ
ョ
ウ
」  

  

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

11   

 
 
 
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
レ
イ
」 

  

→ 

(a) 

レ
イ
行  

  

(b) 

端
レ
イ     

(c) 

号
レ
イ 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
ジ
ョ
ウ
」 

→ 

(a) 

ジ
ョ
ウ
談  

(b) 

愛
ジ
ョ
ウ   

(c) 

ジ
ョ
ウ
件   

〔
補
注
〕
(b)
は
「
ま
な
む
す
め
」
の
意
。 

(2)
「
イ
ン
シ
」  

 
 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

12 
  

 
  
 
 
 

〈
上
の
漢
字
〉
「
イ
ン
」 

  

→ 

(a) 

近
イ
ン  

  

(b) 

余
イ
ン     

(c) 

イ
ン
影 

 
 
 
 
 
 

〈
下
の
漢
字
〉
「
シ
」 

  
  

→ 

(a) 

色し
き

シ 
 
  
  

(b) 

シ
肪       

(c) 

君
シ 

 

【
共
通
選
択
肢
】 

① 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(a)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(b) 

② 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(a)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(c) 

③ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(b)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(a) 

④ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(b)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(c) 

⑤ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(c)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(a) 

⑥ 

〈
上
の
漢
字
〉
が
(c)
、
〈
下
の
漢
字
〉
が
(b) 

 

問
四 

傍
線
部
Ｂ
「
戦
後
の
美
意
識
の
盲
点
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
50
字
以
内
（
句
読
点
・
か
っ
こ
類
も
字
数
に
含
め
る
）
で

ま
と
め
な
さ
い
。
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙 

Ⅲ 
 

欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
解
答
は
「(

と
い
う)

こ
と
。」
で
結
ぶ
こ
と
。 

 

問
五 

傍
線
部
Ｃ
「
美
は
、
つ
ね
に
時
代
の
運
命
を
予
言
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
50
字
以
内
（
句
読
点
・
か
っ
こ
類
も
字
数
に
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含
め
る
）
で
ま
と
め
な
さ
い
。
解
答
は
記
述
式
解
答
用
紙 

Ⅳ  

欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
解
答
は
「（
と
い
う
）
こ
と
。」
で
結
ぶ
こ
と
。 

 

三 

次
の
各
問
い
（
問
一
～
問
三
）
に
答
え
な
さ
い
。
（
配
点
30
） 

 
 

問
一 

 

次
の
(1)
～

(3)
の
意
味
を
持
つ
語
句
ま
た
は
慣
用
句
は
ど
れ
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
後
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
マ
ー
ク

シ
ー
ト
解
答
番
号 
13 

 

～ 

15  
 

 
 
 
 
 

 
 

(1)
「
も
の
好
き
、
特
に
風
流
な
も
の
を
好
む
人
。」 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

13   

 
 
 
 
 

① 
 

仰
天 

 
 
 

② 
 

外
道 

 
 
 

③ 
 

好
事
家 

 
 
 

④ 
 

悪
寒 

 
 
 

⑤ 
 

伊
達 

 

(2)
「
罪
や
不
正
を
調
べ
責
任
を
問
う
こ
と
。」 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

14   

 
 
 

① 
 

弾
劾 

② 
 

福
音 

 
 

 
 

③ 
 

一
矢 

 
 
 

④ 
 

軋
轢

あ
つ
れ
き 

 
 
 

⑤ 
 

減
殺

げ
ん
さ
い 

 

(3)
「
あ
る
も
の
に
は
り
あ
う
こ
と
、
対
抗
す
る
こ
と
。」 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

15   
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① 

 

蛙
の
面つ

ら

に
水 

② 
 

甲
羅

こ

う

ら

を
経
る 

③ 
 

先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す 

 
 
 

④ 
 

あ
お
り
を
食
う 

 
 
 

⑤ 
 

向
こ
う
に
回
す 

 

問
二 

次
の
(1)
～

(3)
の
例
文
の
「 

 

」
部
分
は
慣
用
句
あ
る
い
は

諺
こ
と
わ
ざ

で
あ
る
。
そ
の
傍
線
部
分
を
漢
字
で
表
記
す
る
場
合
、
正
し
い
漢
字
は
ど
れ
か
。
後
の
①
～

⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

16  

～ 

18  
 

  
 

(1) 

彼
は
借
り
た
グ
ロ
ー
ブ
で
も
い
い
守
備
を
す
る
。
ま
さ
に
「
コ
ウ
ボ
ウ
筆
を
選
ば
ず
」
だ
。 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

16  
 

 
 
 

① 
 

光
芒 

 
 
 

② 
 

工
房 

 
 
 

③ 
 

興
亡 

 
 
 

④ 
 

弘
法 

 
 
 

⑤ 
 

好
望 

 

(2) 

ど
ん
な
酷
暑
も
秋
分
の
日
過
ぎ
に
は
収
ま
る
。
「
暑
さ
寒
さ
も
ヒ
岸
ま
で
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

17  
 

 
 
 

① 
 

批 

 
 
 

② 
 

被 

 
 
 

③ 
 

彼 
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④ 
 

否 

 
 
 

⑤ 
 

卑 

 

(3) 

意
外
な
二
人
の
結
婚
の
報
に
触
れ
、
「
エ
ン
は
異い

な
も
の
」
の
感
を
強
く
し
た
。 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

18  
 

 
 
 

① 
 

宴 

 
 
 

② 
 

縁 

 
 
 

③ 
 

塩 

 
 
 

④ 
 

淵 

 
 
 

⑤ 
 

園 

 

問
三 

次
の
(1)
～

(4)
の
四
字
熟
語
内
の
空
欄
《 

 
 

》
に
入
る
べ
き
漢
字
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
後
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
マ

ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

19 
 

～ 

22 
 
 

  
 

(1) 
 

晴
《 

 
 

》
雨
読  

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 
19   

 
 
 

① 
 

工 

 
 
 

② 
 

攻 

 
 
 

③ 
 

孝 

 
 
 

④ 
 

耕 
 

 
 
 

⑤ 
 

講 

 
 

 

(2) 
 

《 
  

》
賞
必
罰 

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

20   

 
 
 

① 
 

紳 
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② 
 

信 

 
 
 

③ 
 

深 

 
 
 

④ 
 

審 

 
 
 

⑤ 
 

親 

 

(3) 
 

五
里
《 

  
》
中 

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

21   

 
 
 

① 
 

霧 

 
 
 

② 
 

務 

 
 
 

③ 
 

矛 

 
 
 

④ 
 

夢 

 
 
 

⑤ 
 

無 

 

(4) 

《 
 
 

》
目
秀
麗 

 

マ
ー
ク
シ
ー
ト
解
答
番
号 

22   

 
 
 

① 
 

尾 

 
 
 

② 
 

美 

 
 
 

③ 
 

微 

 
 
 

④ 
 

鼻 

 
 
 

⑤ 
 

眉 
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